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志
貴
皇
子
文
学
園
考

ー
ー
そ
の
背
後
勢
力
と
万
葉
集
巻
一
後
半
部
の
編
纂
に
つ
い
て
｜
｜

池

校

子

田

万
葉
第
二
期
に
は
、
天
智
・
天
武
所
生
皇
子
が
多
数
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
皇
子
た
ち
は
、
先
立
つ
近
江
朝
が
大
量
に
導
入
し
た
渡
来
文

化
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
渡
来
文
化
と
旧
来
の
日
本
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
近
江
朝
に
萌
芽
し
た
新
し
い
文
学
を
継
承
・
発
展
さ

せ
た
。こ

う
し
た
皇
子
た
ち
の
形
成
す
る
世
界
を
「
皇
子
文
学
園
」
と
名
付
け
、
文
学
の
場
と
し
て
提
起
し
た
の
は
中
西
進
氏
で
あ
っ
た
が
（
1
）、

以
後
、
氏
の
論
を
受
け
て
、
特
定
の
皇
子
を
中
心
と
す
る
文
学
の
場
を
具
体
的
に
想
定
し
て
ゆ
く
諸
論
が
な
さ
れ
た
。
草
壁
皇
子
を
中
心
と

す
る
つ
皇
子
文
学
園
」
に
柿
本
人
麻
呂
の
文
学
形
成
の
場
を
求
め
る
渡
瀬
昌
忠
氏
の
論
（
2
）
、
初
期
の
山
上
憶
良
は
「
川
島
皇
子
の
文
学
園
」

に
あ
っ
た
と
す
る
村
山
出
氏
の
論
（
3
）
な
ど
が
そ
の
最
た
る
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

本
稿
は
、
「
皇
子
文
学
園
」
を
形
成
す
る
諸
皇
子
の
中
で
、
最
も
文
学
的
資
質
の
高
い
と
さ
れ
る
志
貴
皇
子
を
中
心
と
す
る
文
学
閣
を
想

定
し
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
勢
力
、
及
び
そ
の
具
体
的
業
績
と
し
て
の
万
葉
集
巻
一
後
半
部
の
編
纂
事
情
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も



の
で
あ
る
。

万
葉
集
巻
一
後
半
部
と
志
貴
皇
子
文
学
園

万
葉
集
巻
一
の
五
三
番
歌
と
五
四
番
歌
の
聞
に
断
層
が
存
在
し
、

そ
の
前
後
で
編
纂
年
次
が
異
な
る
こ
と
は
、
夙
に
橘
守
部
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
4
2

守
部
の
説
は
以
後
深
め
ら
れ
、

五
三
番
歌
以
前
と
五
四
番
歌
以
降
の
相
違
点
は
、

現
在
で
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
て
い
る
（
5
3

一
五
三
番
歌
以
前
の
作
で
は
、

は
な
い
。

五
四
番
歌
以
降
で
は
、
題
詞
に
作
歌
年
月
を
記
し
た
り
、
左
注
に
作
者
名
や
歌
数
を
示
す
場
合
が
多
い
。

二
五
三
番
歌
以
前
の
題
詞
で
は
、
天
皇
を
単
に
「
天
皇
」
と
の
み
書
き
、
各
々
の
時
代
を
現
在
と
す
る
称
呼
に
拠
っ
て
い
る
。

五
四
番
歌
以
降
で
は
、
持
統
天
皇
を
「
太
上
天
皇
L

、
文
武
天
皇
を
「
大
行
天
皇
」
、
元
明
天
皇
を
「
天
皇
」
と
記
し
、
す
べ
て
元

明
天
皇
の
時
代
を
現
在
と
す
る
称
呼
に
拠
っ
て
い
る
。

題
詞
に
作
歌
年
時
を
記
す
こ
と
が
な
く
、

作
者
は
題
詞
中
に
記
さ
れ
る

G

ま
fこ

歌
数
を
一
不
す
こ
と
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ま
た
、
巻
一
巻
頭
・
巻
末
の
各
々
一
首
が
、
他
の
部
分
と
は
異
な
る
在
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
折
口
信
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
6
3

巻
一
は
、
静
明
天
皇
御
製
の
二
番
歌
以
降
、
静
明
朝
か
ら
元
明
朝
ま
で
、
各
天
皇
の
代
の
歌
が
ほ
ぼ
間
断
な
く
続
い
て
い
る
。
然
る
に
、

巻
頭
の
雄
略
天
皇
御
製
と
次
の
静
明
天
皇
御
製
の
聞
に
は
十
二
代
の
空
白
が
あ
る
。

巻
末
の
八
四
番
歌
は
「
寧
楽
宮
」
標
題
下
に
あ
る
が
、
そ
の
直
前
の
八
一

l
八
三
番
歌
は
平
城
遷
都
後
の
和
銅
五
年
の
作
で
あ
り
、
本
来

な
ら
こ
の
三
首
も
「
寧
楽
宮
」
標
題
下
に
置
か
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
、
折
口
氏
は
「
寧
楽
宮
」
を
迫
補
さ
れ
た
も
の
と
す



る。
以
上
各
氏
の
指
摘
と
、

る。

一
番
歌

一一
l
五
三
番
歌

五
四
i
八
三
番
歌

八
四
番
歌

そ
れ
を
受
け
た
そ
の
後
の
研
究
よ
り
、

万
葉
集
巻
一
は
次
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

雄
略
御
製

巻
一
前
半
部

巻
一
後
半
部

寧
楽
宮

こ
の
う
ち
、
巻
一
後
半
部
の
歌
が
志
貴
皇
子
、
並
び
に
志
貴
皇
子
と
の
交
友
関
係
が
認
め
ら
れ
る
長
皇
子
へ
偏
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の

そ
う
し
た
諸
論
に
私
見
を
加
え
、
志
貴
・
長
両
皇
子
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
巻
一
後
半
部
所
載
の
万

-3-

先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

葉
歌
人
を
示
す
と
以
下
の
如
く
に
な
る
。

志
貴
皇
子
（
六
四
番
歌
）

長
皇
子
（
六

O
、
六
五
、
七
三
番
歌
）

巻
了
六
五
、
八
四
番
歌
が
志
貴
皇
子
と
同
席
し
て
の
宴
席
歌
で
あ
り
、
志
貴
皇
子
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

長
意
吉
麻
呂
（
五
七
番
歌
）

長
皇
子
の
養
育
氏
族
東
漢
長
氏
の
出
身
で
、
長
皇
子
の
舎
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
7
3

六
人
部
玉
（
六
八
番
歌
）

士
山
貴
皇
子
亮
時
の
「
監
護
喪
事
」
を
つ
と
め
て
い
る
（
8

）

O

②①  ③ ④ 

（
『
続
紀
』
霊
亀
二
・
八
・
一
一
）



置
始
東
人
（
六
六
番
歌
）

巻
二
・
二

O
四
i
二
O
六
番
歌
に
弓
削
皇
子
亮
時
の
挽
歌
を
残
し
て
お
り
、
長
皇
子
の
同
母
弟
の
弓
削
皇
子
の
舎
人
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

⑥
高
安
大
嶋
（
六
七
番
歌
）

弓
削
皇
子
の
養
育
地
弓
削
郷
と
隣
接
す
る
高
安
郷
を
本
頁
と
す
る
氏
族
の
出
身
で
あ
り
、
六
七
番
歌
が
置
始
東
人
と
同
席
し
て
の

宴
席
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
人
同
様
弓
削
皇
子
の
舎
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑦
長
田
王
（
八
一

t
八
三
番
歌
）

『
三
代
実
録
』
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
長
皇
子
の
子
あ
る
い
は
孫
と
い
う
系
譜
を
持
つ
。

⑤ 
こ
れ
ら
の
人
々
を
、
志
貴
皇
子
を
中
心
と
す
る
「
皇
子
文
学
園
」
に
あ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
形
成
し
た
文
学
の
場
を
「
志
貴

-4-

皇
子
文
学
園
」
と
名
付
け
る
と
、
巻
一
後
半
部
は
三
十
首
中
十
一
首
ま
で
が
志
貴
皇
子
文
学
圏
内
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

巻
一
後
半
部
の
性
格

前
述
の
通
り
、
万
葉
集
巻
一
は
雄
略
御
製
、
前
半
部
、
後
半
部
、
寧
楽
宮
の
四
部
か
ら
成
る
。
巻
一
に
つ
い
て
は
、
巻
二
と
共
に
集
中
最

古
の
撰
で
あ
り
、
他
の
巻
の
規
範
と
な
っ
た
巻
と
し
て
、

そ
の
編
纂
に
関
し
て
古
来
多
く
の
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
ず
静
明
朝

か
ら
持
統
朝
ま
で
の
歌
を
収
め
る
前
半
部
が
編
ま
れ
、
そ
の
巻
頭
に
祝
賀
の
意
味
を
持
つ
雄
略
御
製
が
付
さ
れ
て
成
書
化
し
、
次
に
文
武
・

元
明
朝
の
歌
を
集
め
た
後
半
部
が
追
補
さ
れ
、
最
後
に
寧
楽
宮
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
、
少
な
く
と
も
三
段
階
の
撰
を
経
て
い
る
こ
と
は
ほ

ぼ
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
巻
一
後
半
部
の
性
格
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
後
半
部
に
先
立
つ
前
半
部
の
編
纂
目
的
と

そ
の
契
機
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



品
田
太
古
氏
は
、
万
葉
集
巻
一
、
二
の
内
容
と
『
日
本
書
紀
r

口
と
の
関
係
を
検
討
し
て
、
巻
一
、
二
を
『
日
本
書
紀
』
の
不
足
を
補
う
た

め
に
編
ま
れ
た
勅
撰
の
書
で
あ
る
と
結
論
し
（
9
）、

こ
の
巻
一
、

二
勅
撰
説
は
徳
田
浄
氏
（
刊
）
を
は
じ
め
多
く
論
者
の
支
持
を
受
け
た
。

一
方

こ
う
し
た
勅
撰
説
に
疑
義
を
抱
き
、
私
撰
説
を
と
る
む
き
も
あ
る
。
後
藤
利
雄
氏
は
『
歌
経
標
式
』
に
お
け
る
万
葉
集
巻
一
、

ニ
の
歌
と

『
日
本
書
紀
』
の
歌
の
取
り
扱
い
を
比
較
し
て
、

そ
の
相
違
は
『
日
本
書
紀
』
が
勅
撰
の
書
で
あ
り
巻
一
、

二
が
そ
う
で
な
い
こ
と
に
由
来

す
る
と
述
べ
て
い
る
江
主
ま
た
、
原
田
貞
義
氏
は
巻
一
、
二
勅
撰
説
に
限
ら
ず
、
官
撰
乃
至
は
公
撰
の
集
を
核
に
し
て
両
巻
が
形
成
さ
れ
た

と
い
う
説
に
つ
い
て
も
、

そ
う
し
た
権
威
あ
る
集
が
異
伝
・
異
説
を
許
し
た
り
、
解
体
補
修
を
容
認
す
る
は
ず
は
な
い
と
し
て
、

そ
の
編
纂

を
私
的
作
業
と
す
る
（
口
）

O

し
か
し
、
巻
一
に
限
っ
て
言
え
ば
、

そ
の
大
部
分
が
御
製
・
行
幸
・
遷
都
な
ど
宮
廷
生
活
の
晴
れ
の
場
に
関
わ
る
と
い
う
所
載
歌
の
性
格

-5-

や
、
そ
れ
ら
を
統
治
天
皇
代
ご
と
に
配
列
す
る
厳
密
な
編
纂
態
度
か
ら
、
そ
の
編
纂
に
上
か
ら
の
意
志
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
修
史
事
業
の
よ
う
に
国
の
内
外
へ
の
朝
廷
の
権
威
の
誇
示
を
意
図
し
た
国
家
的
事
業
と
は
異
な
り
、
天
皇
の
個
人
的
意
士
山

に
拠
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
巻
一
前
半
部
は
持
統
朝
の
歌
で
終
っ
て
お
り
、
歌
数
も
持
統
治
世
下
の
も

の
が
最
も
多
い
。
天
皇
の
意
志
が
働
い
て
い
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
持
統
天
皇
の
意
志
に
他
な
ら
な
い
。

伊
藤
博
氏
は
、

っ
政
治
の
第
一
線
か
ら
退
き
、

過
去
を
回
想
す
る
ゆ
と
り
を
持
ち
え
た
」
持
統
上
皇
が
、
自
ら
の
後
継
者
た
る
皇
子
女
の

歌
道
書
・
人
生
教
養
書
と
し
て
行
情
詩
集
の
編
纂
を
発
意
し
た
と
す
る
（
日
）

O

だ
が
、
譲
位
後
の
持
統
が
「
ゆ
と
り
」
を
持
ち
得
た
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
る
。
金
井
清
一
氏
は
、
持
統
天
皇
が
皇
太
子
軽
皇
子
の
為
に
用
意
し
た
大
宝
律
令
に
つ
い
て
「
令
制
に
太
上
天
皇
の
制
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
唐
令
と
相
違
す
る
日
本
律
令
の
特
色
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
持
統
天
皇
の
意
志
に
基
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
し
と
述
べ
て
い
る
（
日
）

O

持
統
天
皇
は
譲
位
後
も
病
弱
な
文
武
天
皇
に
代
わ
り
太
上
天
皇
と
し
て
政
治
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
と
思
わ



れ
る
の
で
あ
る
。
元
明
天
皇
即
位
の
宣
命
に
「
関
け
ま
く
も
威
き
、
藤
原
宮
に
御
宇
し
め
し
し
倭
根
子
天
皇
（
持
統
）
、

丁
西
の
八
月
に
、
此

の
食
国
天
下
の
業
を
、
日
並
知
皇
太
子
の
嫡
子
、
今
御
宇
し
め
し
つ
る
天
皇
（
文
武
）
に
授
け
賜
ひ
て
、
並
び
坐
し
て
此
の
天
下
を
治
め
賜
ひ

譜
へ
賜
ひ
き
。
L

と
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
譲
位
後
の
持
統
の

「
ゆ
と
り
」
が
歌
集
編
纂
の
契
機
と
な
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
古
代
最
大
の
女
性
政
治
家
持
統
天
皇
が
歌
集
の
編
纂
を
発
意
す
る
か
ら
に
は
、
も
っ
と
強
力
な
政
治
的
理
由

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

橋
本
達
雄
氏
は
、
持
統
天
皇
が
孫
の
文
武
へ
の
譲
位
を
機
に
「
宮
廷
の
偉
容
を
示
す
宮
廷
関
係
歌
を
編
纂
し
、
内
外
に
公
布
し
よ
う
と
い

う
要
求
と
と
も
に
、
文
武
天
皇
の
地
位
を
側
面
か
ら
不
動
た
ら
し
め
る
意
味
や
和
歌
教
育
と
し
て
の
意
義
を
も
も
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
な

か
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
店
）
。
中
継
天
子
で
あ
る
持
統
の
最
大
の
関
心
事
は
軽
皇
子
の
皇
位
継
承
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
橋
本
氏
の

し
、
軽
皇
子
の
皇
位
継
承
問
題
が
最
大
の
山
場
を
迎
え
る
の
は
、

そ
の
即
位
の
時
で
は
な
く
、
立
太
子
の
時
で
あ
る
。

-6-

4

一
一
口
う
「
文
武
天
皇
の
地
位
を
側
面
か
ら
不
動
た
ら
し
め
る
意
味
」
こ
そ
が
、
歌
集
編
纂
の
第
一
義
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ

巻
一
前
半
部
は
、
釘
明
天
皇
以
下
持
統
天
皇
に
至
る
ま
で
、
傍
系
に
属
す
る
孝
徳
天
皇
を
除
い
た
静
明
皇
統
歴
代
の
天
皇
の
事
績
を
中
心

と
し
て
構
成
さ
れ
、

そ
の
末
尾
に
軽
皇
子
阿
騎
野
遊
猟
歌
（
四
五
l
四
九
）
と
藤
原
宮
関
係
歌
（
五

O
｜
五
一
二
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

構
造
は
、
藤
原
宮
が
釘
明
皇
統
の
正
統
な
皇
都
で
あ
り
、
軽
皇
子
が
釘
明
皇
統
の
正
統
な
皇
位
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
巻
一
前

半
部
の
編
纂
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
軽
皇
子
の
正
統
性
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
る
こ
と
が
最
も
必
要
と
さ

れ
た
の
は
、
高
市
皇
子
亮
後
の
軽
の
立
太
子
の
時
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
葛
野
王
伝
は
、
軽
の
立
太
子
が
す
ん
な
り
と
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

巻
一
前
半
部
末
尾
の
藤
原
宮
御
井
歌
は
藤
原
遷
都
直
後
の
持
統
九
年
（
六
九
五
）
の
春
の
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
巻
一
後
半
部
冒
頭
の
五
四



番
歌
は
大
宝
元
年
（
七

O
二
九
月
の
題
詞
を
持
つ
。
巻
一
前
半
部
の
編
纂
は
、
そ
の
聞
に
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
私

記
」
に
よ
れ
ば
、
軽
皇
子
の
立
太
子
は
持
統
十
一
年
（
六
九
七
）
二
月
十
六
日
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
巻
一
前
半
部
は
、
軽
皇
子
立
太
子
を
契
機

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

巻
一
後
半
部
は
こ
う
し
た
前
半
部
の
意
図
を
受
け
継
ぎ
、
前
半
部
に
文
武
・
元
明
朝
の
歌
を
追
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
後
半
部
末
尾

の
山
辺
御
井
歌
は
和
銅
五
年
の
題
詞
を
持
つ
。
こ
の
二
年
後
の
和
銅
七
年
六
月
に
は
首
皇
子
が
立
太
子
し
て
い
る
。
巻
一
前
半
部
の
編
纂
目

的
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
巻
一
後
半
部
は
首
皇
子
の
立
太
子
を
契
機
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
一
後
半
部
は

大
宝
元
年
の
歌
で
始
ま
る
が
、
こ
の
年
は
大
宝
令
が
施
行
さ
れ
て
文
武
朝
が
律
令
国
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
あ
る
と
同
時

に
、
首
皇
子
の
生
年
で
も
あ
る
白
）
。
文
武
元
年
か
ら
文
武
四
年
の
歌
を
載
せ
ず
に
、
巻
一
後
半
部
冒
頭
に
大
宝
元
年
の
歌
が
配
置
さ
れ
た
の

首
皇
子
の
立
太
子
を
最
も
強
く
望
ん
で
い
た
人
物
、

そ
れ
は
祖
母
の
元
明
天
皇
と
、
外
祖
父
の
藤
原
不
比
等
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
和
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は
、
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

銅
六
年
十
一
月
五
日
乙
丑
条
に
、

石
川
・
紀
の
二
墳
の
号
を
反
し
て
、
墳
と
称
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

と
記
さ
れ
る
石
川
・
紀
二
婚
の
称
号
剥
奪
に
つ
い
て
、
角
田
文
衛
氏
は
、
藤
原
宮
子
の
子
首
皇
子
を
皇
位
に
つ
け
る
た
め
、
二
墳
の
地
位
を

剥
奪
し
て
、
そ
の
所
生
皇
子
の
皇
位
継
承
権
を
奪
っ
た
と
推
測
す
る
（
口
）
。
首
皇
子
の
立
太
子
も
、
軽
皇
子
の
場
合
と
同
様
、
様
々
な
障
害
を

乗
り
越
え
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
や
は
り
首
皇
子
の
正
統
性
が
歌
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
巻

一
後
半
部
は
、
こ
う
し
て
元
明
天
皇
と
藤
原
不
比
等
の
合
意
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



猶
、
巻
一
後
半
部
は
巻
二
相
聞
・
挽
歌
と
同
時
の
撰
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
最
終
的
な
成
立
年
代
に
つ
い
て
も
和
銅
年
問
、
霊
亀
年
問
、

養
老
年
間
等
諸
説
あ
る
。
首
皇
子
は
立
太
子
の
後
す
ぐ
に
は
即
位
せ
ず
、
伯
母
で
あ
る
元
正
天
皇
の
中
継
ぎ
を
経
て
、
立
太
子
か
ら
即
位
ま

で
十
年
か
か
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
歌
集
編
纂
事
業
は
伊
藤
氏
、
橋
本
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
皇
太
子
教
育
と
し

て
の
色
彩
を
強
め
、
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
と
い
う
多
様
な
歌
を
収
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
初
め
か
ら
皇
太
子

教
育
だ
け
が
目
的
で
あ
る
な
ら
、
既
に
成
書
化
し
て
い
る
巻
一
前
半
部
に
歌
を
追
補
す
る
よ
う
な
ま
ね
を
せ
ず
と
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
巻

一
後
半
部
が
前
半
部
に
文
武
・
元
明
朝
の
歌
を
追
補
す
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、

そ
の
編
纂
の
契
機
は
や
は
り
右
に

考
察
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

志
貴
皇
子
の
母
方
の
勢
力
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以
上
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
巻
一
後
半
部
と
志
貴
皇
子
文
学
園
の
関
係
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
志
貴
皇
子
文
学
園
の
中
心
で
あ
る

志
貴
皇
子
の
背
後
に
あ
っ
た
勢
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

又
越
の
道
君
伊
羅
都
売
有
り
、
施
基
皇
子
を
生
め
り
。
（
天
智
七
・
二
）

こ
れ
は
天
智
天
皇
の
系
譜
記
事
で
あ
る
が
、
記
紀
に
お
い
て

「
越
道
君
」
と
い
う
名
は
、
士
山
貴
皇
子
の
母
越
道
君
伊
羅
都
売
を
除
い
て

は
、
『
欽
明
紀
』
三
十
一
年
条
所
載
の
高
句
麗
使
節
漂
着
記
事
の
中
に
し
か
あ
ら
わ
れ
て
来
な
い
。

越
人
江
淳
臣
裾
代
、
京
に
詣
で
て
奏
し
て
日
さ
く
、

J
両
麗
の
使
人
、
風
浪
に
辛
苦
み
て
、
迷
ひ
て
浦
津
を
失
へ
り
。

ひ
て
、
忽
に
岸
に
到
り
着
く
。
郡
司
隠
匿
せ
り
。
故
、
臣
顕
し
奏
す
」
と
ま
う
す
。
（
欽
明
コ
二
・
四
・
二
）

水
の
任
に
漂
流



膳
臣
傾
子
を
越
に
遣
し
て
、
高
一
臆
の
使
に
饗
た
ま
ふ
。
大
使
、
審
に
膳
臣
は
是
皇
華
の
使
と
い
ふ
こ
と
を
知
り
ぬ
。
乃
ち
道
君
に
謂
り

て
日
は
く
、
「
汝
、
天
皇
に
非
じ
と
、
果
し
て
我
が
疑
ひ
つ
る
が
如
し
。
汝
既
に
伏
し
て
膳
臣
を
拝
め
り
。
倍
復
百
姓
と
い
ふ
こ
と
を

知
る
に
た
れ
り
。
市
る
を
前
に
余
を
詐
り
て
、
調
を
取
り
て
乙
に
入
れ
た
り
。
速
に
還
す
ベ
し
。
煩
し
く
な
飾
り
語
ひ
そ
」
と
い
ふ
。

膳
臣
、
聞
き
て
、
人
を
し
て
其
の
調
を
探
り
索
め
し
め
て
、
具
に
魚
血
〈
ふ
。
京
に
還
で
て
復
命
す
。
（
同
五
月
）

右
の
五
月
条
で
、
高
句
麗
使
節
を
だ
ま
し
た
人
物
が

「
道
君
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

四
月
条
で
江
淳
臣
は
こ
れ
を
「
郡
司
L

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
郡
司
し
に
つ
い
て
、

日
本
古
典
文
学
大
系
可
日
本
書
紀

下
』
の
頭
注
は
「
郡
司
制
は
大
化
以
後
で
、
こ
こ
は
国

造
を
後
世
風
に
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
越
の
つ
道
君
し
が
越
国
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
記
紀
に
は
他

に
越
地
方
の

「
国
造
L

を
称
す
る
氏
族
は
見
ら
れ
な
い
の
で
白

越
国
造
を
称
す
る
越
道
君
は
越
地
方
の
最
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
と
考
え

と
こ
ろ
で
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
『
欽
明
紀
』
に
続
い
て
、

『
敏
達
紀
』
『
天
智
紀
』
に
も
越
の
海
岸
に
高
句
麗
使
節
が
来
着
し
た
と
い
う
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ら
れ
る
。

記
事
が
あ
る
。

敏
達
二
年
（
五
七
三
）
五
月

同
三
年
（
五
七
四
）
五
月

天
智
七
年
（
六
六
八
）
七
月

高
句
麗
使
節
、
越
の
海
岸
に
漂
着
。

高
句
麗
使
節
、
越
の
海
岸
に
来
着
。

高
句
麗
、
越
路
よ
り
遺
使
。

『
敏
達
紀
』
二
年
五
月
条
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
可
日
本
書
紀

下
』
頭
注
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

高
句
麗
の
使
人
が
屡
ミ
越
の
海
岸
に
着
い
た
の
は
、
北
鮮
・
満
州
を
領
土
と
し
、

日
本
海
に
勢
力
を
も
っ
高
句
麗
の
地
理
上
の
位
置
の



た
め
で
あ
る
。
高
句
麗
の
後
に
興
っ
た
溺
海
も
日
本
海
岸
の
各
地
に
来
着
し
た
。

大
和
朝
廷
の
外
交
ル

i
ト
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
難
波
津
か
ら
出
航
し
て
瀬
戸
内
海
を
通
り
筑
紫
を
経
由
し
て
海
を
渡
る
と
い

う
コ

l
ス
で
あ
る
。

し
か
し
、
対
高
句
麗
に
つ
い
て
は
、
越
を
経
由
す
る
ル

i
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
高
句
麗
使
節
が
来
着
し
た
場

合
、
正
式
な
饗
応
使
や
送
使
と
な
る
の
は
『
欽
明
紀
』
の
膳
臣
の
よ
う
に
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
使
節
の
来
着
を

朝
廷
に
報
告
し
、
饗
応
使
等
が
到
着
す
る
ま
で
の
開
高
句
麗
使
節
の
接
待
を
す
る
の
は
越
国
造
の
役
目
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
『
欽
明
紀
』
の
如
き
伝
承
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

正
史
に
記
さ
れ
る
公
の
外
交
使
節
以
外
に
、
私
に
日
本
海
を
渡
っ
て
越
に
至
る
渡
来
人
集
団
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
渡
来
人
集

団
が
越
地
方
に
定
者
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
あ
る
白
）

O

石
川
県
鹿
島
郡
能
登
島
町
の
須
骨
蝦
夷
穴
古
墳
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は
、
雄
穴
・
雌
穴
と
呼
ば
れ
る
こ
つ
の
横
穴
式
石
室
を
併
置
し
た
方
墳
で
あ
る
が
、
石
室
は
隅
三
角
持
ち
送
り
技
法
に
類
す
る
特
殊
な
も
の

で
高
句
麗
系
墓
制
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
、
高
句
麗
か
ら
の
渡
来
系
氏
族
が
被
葬
者
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
渡
で

も
相
川
町
の
二
見
古
墳
群
五
基
の
う
ち
台
ヶ
鼻
古
墳
の
横
穴
式
石
室
に
は
、
蝦
夷
穴
古
墳
と
近
似
し
た
間
三
角
持
ち
送
り
の
特
徴
が
見
ら
れ

る
と
い
う
。
出
土
品
の
須
恵
器
か
ら
、
こ
れ
ら
は
終
末
期
（
七
世
紀
後
半
）
に
近
い
古
墳
と
さ
れ
て
お
り
、
皇
極
朝
の
頃
ま
で
に
は
高
句
麗
系

渡
来
人
集
団
が
越
に
根
を
は
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
Tこ

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
、

そ
の
名
称
よ
り
渡
来
人
集
団
が
信
仰
し
た
と

推
測
で
き
る
越
地
方
の
神
社
が
い
く
つ
か
あ
る
（
却
）

O

越
前
国
敦
賀
郡

能
登
国
羽
咋
郡

久ク信シ
麻マ露ラ
加カ貴キ
夫7彦5
都ツ神
阿7社
良ラ
力日力
てとシ

比ヒ
古コ
神
社



能
登
郡

鳳
至
郡

古コ美ミ美ミ白三
麻マ麻マ麻マ比ヒ
志シ奈ナ奈ナ古コ
比ヒ比ヒ比ヒ神
古コ洋メ古コ社
神神神
社社社

珠
洲
郡

こ
の
他
、
式
内
社
で
越
中
の
一
の
宮
で
あ
る
高
瀬
神
社
に
は

「
此
御
神
は
往
昔
高
一
麗
よ
り
御
渡
り
、

此
地
へ
御
着
の
日
七
月
十
四
日
な
り

と
。
」
と
い
う
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

2
1
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
越
地
方
に
は
多
く
の
渡
来
人
集
団
が
い
た
と
断
定
で
き
る
。

こ
れ
ら
高
句
麗
を
中
心
と
す
る
渡
来
人
集
団
は
、
皇
極
朝
頃
ま
で
に
は
、
越
国
造
で
あ
る
道
君
の
勢
力
下
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
皇
極
紀
』
に
、
百
済
大
寺
造
営
の
た
め
、
近
江
と
越
か
ら
人
夫
を
徴
発
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

天
皇
、
大
臣
に
詔
し
て
日
は
く
、
「
朕
、
大
寺
を
起
し
造
ら
む
と
思
欲
ふ
。
近
江
と
越
と
の
丁
を
発
せ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（
皇
極
元
・
九
・
一
二
）

一 11ー

浅
香
年
木
氏
は
、
こ
の
記
事
と
、
こ
の
十
六
日
後
の

天
皇
、
大
臣
に
詔
し
て
日
は
く
、
寸
是
の
月
に
起
し
て
十
二
月
よ
り
以
来
を
限
り
て
、
官
室
を
営
ら
む
と
欲
ふ
。
国
国
に
殿
屋
材
を
取

ら
し
む
べ
し
。
然
も
東
は
遠
江
を
限
り
、
西
は
安
芸
を
限
り
て
、
宮
造
る
丁
を
発
せ
」
と
の
た
ま
ふ
。
（
皇
極
元
・
九
・
一
九
）

と
い
う
記
事
を
比
較
し
て
、

「
七
世
紀
中
葉
の
造
宮
・
造
寺
事
業
に
あ
た
っ
て
、

広
汎
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
労
働
力
の
動
員
を
企
て
た
造
宮

事
業
と
は
甚
だ
対
照
的
に
、
造
寺
事
業
の
遂
行
の
た
め
に
、
と
く
に
コ
シ
と
ア
フ
ミ
の
労
働
力
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
極



め
て
注
目
を
要
す
る
L

と
述
べ
、
造
宮
よ
り
も
造
寺
事
業
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
渡
来
系
の
技
術
保
有
集
団
が
、

こ
の
段
階
の

越
・
近
江
に
濃
密
に
分
布
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
（
辺
）

O

こ
の
見
解
は
支
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
丁
と
し
て
徴
発
す
る
に
は
、

そ
の
渡
来
系
技
術
保
有
集
団
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
掌
握
・
編
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
越
に
限
っ
て
言
え
ば
、

そ
の

何
者
か
は
越
地
方
の
最
有
力
豪
族
で
あ
る
越
道
君
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

越
道
君
が
掌
握
し
て
い
た
渡
来
人
集
団
が
保
有
し
て
い
た
の
は
、
技
術
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
高
句
麗
使
節
の
接
待
に
必
要
な
知
識
も

保
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
『
欽
明
紀
』
三
十
一
年
条
の
高
句
麗
使
節
が
も
た
ら
し
た
国
書
に
ま
つ
わ
る
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。

天
皇
、
高
一
鹿
の
表
疏
を
執
り
た
ま
ひ
て
、
大
臣
に
授
け
た
ま
ふ
。
諸
の
史
を
召
し
来
へ
て
、
読
み
解
か
し
む
。
是
の
時
に
、
諸
の
史
、

三
日
の
内
に
、
皆
読
む
こ
と
能
は
ず
。
こ
こ
に
船
史
の
祖
王
辰
爾
有
り
て
、
能
く
読
み
釈
き
奉
る
。
是
に
由
り
て
、
天
皇
と
大
臣
と
倶

に
為
讃
美
め
た
ま
ひ
て
日
は
く
、
「
勤
し
き
か
な
、
辰
爾
。
よ
き
か
な
、
辰
爾
。
汝
若
し
学
ぶ
る
こ
と
を
愛
ま
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
誰
か

能
く
読
み
解
か
ま
し
。
今
よ
り
始
め
て
、
殿
の
中
に
近
侍
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。
既
に
し
て
、
東
西
の
諸
の
史
に
詔
し
て
日
は
く
、
っ
汝

等
習
ふ
業
、
何
故
か
就
ら
ざ
る
。
汝
等
衆
し
と
雌
も
、
辰
爾
に
及
か
ず
L

と
の
た
ま
ふ
。
（
敏
達
元
・
五
・
一
五
）
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こ
こ
に
出
て
来
る
王
辰
爾
は
、
欽
明
十
四
年
七
月
に
船
史
の
賜
姓
を
受
け
た
ば
か
り
の
百
済
系
渡
来
人
で
あ
る
。
右
の
記
事
は
船
氏
の
始

祖
伝
承
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
必
要
以
上
に
王
辰
爾
が
礼
讃
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
伝
承
の
本
質
は
、
既
に
渡
来
後
数
代
を
経
て
い
る
束

漢
氏
や
西
文
氏
に
は
大
陸
や
半
島
の
新
し
い
文
化
は
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
本
格
漢
文
で
書
か
れ
た
国
書
も
、
渡
来
後
間
も
な
い
渡

来
人
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
解
読
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
所
に
あ
る
。
越
に
定
着
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
新
し
い
渡
来
人
で
あ
っ
た
。
高
句

麗
使
節
の
越
へ
の
来
着
は
『
欽
明
紀
』
一
二
十
一
年
条
が
初
見
で
あ
り
、
私
的
な
渡
来
人
も
こ
の
頃
か
ら
増
加
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
渡

来
人
集
団
の
越
へ
の
定
着
が
本
格
化
す
る
の
も
こ
れ
以
後
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
越
の
渡
来
人
集
団
は
、

七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
、
新
し
い
知



識
層
と
し
て
朝
廷
に
認
め
ら
れ
る
程
の
勢
力
を
持
つ
に
至
る
。
皇
極
天
皇
が
百
済
大
寺
造
営
の
た
め
の
丁
徴
発
に
近
江
と
越
を
指
定
し
て
い

る
の
は
、
近
江
や
越
の
渡
来
人
が
、
東
漢
氏
や
西
文
氏
な
ど
の
古
い
渡
来
系
氏
族
に
は
な
い
新
し
い
文
化
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

新
し
い
文
化
に
は
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
当
然
学
芸
知
識
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
渡
来
人
集
団
を
掌
握
し
て
い
た
の
が
、
越

道
君
で
あ
っ
た
。

志
貴
皇
子
の
母
越
道
君
伊
羅
都
売
が
貢
納
さ
れ
た
の
は

お
そ
ら
く
斉
明
朝
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
天
武
紀
』

八
年
吉
野
で
の
六
皇

子
盟
約
の
記
載
順
か
ら
、
志
貴
皇
子
は
忍
壁
皇
子
よ
り
年
少
、
磯
城
皇
子
よ
り
年
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
寺
西
貞
弘
氏
は
忍
壁
・
磯

城
両
皇
子
の
生
年
の
上
限
を
共
に
六
六
三
年
と
し
て
い
る
（
刀
）

O

そ
こ
で
志
貴
皇
子
の
生
年
の
上
限
を
も
六
六
三
年
と
仮
定
す
る
と
、

天
智

称
制
二
年
と
な
る
。
伊
羅
都
売
が
天
智
後
宮
に
入
っ
た
の
は
、
遅
く
と
も
天
智
称
制
元
年
、
お
そ
ら
く
は
斉
明
朝
末
年
で
あ
ろ
う
。

斉
明
六
年
五
月
に
は
皇
太
子
中
大
兄
が
日
本
で
初
め
て
の
漏
刻
を
作
っ
て
お
り
、
十
二
月
に
は
天
皇
が
百
済
救
援
準
備
の
た
め
に
難
波
に
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行
幸
し
て
い
る
。
斉
明
朝
の
末
年
に
は
朝
廷
で
は
新
し
い
渡
来
人
の
技
能
・
知
識
が
十
分
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
機
運
に
乗
じ
て
越
道
君
は
朝
廷
に
接
近
し
、
娘
で
あ
る
伊
羅
都
売
を
采
女
と
し
て
差
し
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

阿
倍
氏
と
の
関
係

越
道
君
は
中
央
の
名
族
阿
倍
氏
と
同
祖
系
譜
を
持
つ
。

兄
大
彦
命
は
、
是
阿
倍
臣
・
膳
臣
・
阿
閉
臣
・
狭
狭
城
山
君
・
筑
紫
国
造
・
越
国
造
・
伊
賀
臣
、
凡
て
七
族
の
始
祖
な
り
。

（
孝
元
七
・
二
・
二
）

（
可
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
上
）

阿
倍
朝
臣

孝
元
天
皇
皇
子
大
彦
命
之
後
也
。



伊
賀
臣

道
公

高
志
国
造

大
稲
輿
命
男
彦
屋
主
回
心
命
之
後
也
。
日
本
紀
合
。

（
伊
賀
臣
と
）
同
氏
。
大
彦
命
孫
屋
主
田
心
命
之
後
也
。

志
賀
高
穴
穂
御
世
。
阿
閉
臣
祖
屋
主
回
心
命
三
世
孫
市
入
命
定
ニ
賜
国
造
↓

（
同
右
京
皇
別
上
）

（
可
国
造
本
紀
ら
）

こ
れ
ら
の
系
譜
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

同
族
を
称
す
る
以
上
、

両
者
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
右
の
系
譜
で
キ
！
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
孝
元
天
皇
の
皇
子
大
彦
命
で
あ
る
。
大
彦
命
に
は
、
越
国
と
の
関
係
を
示
す
次
の
よ
う
な
所
伝

が
あ
る
。大

彦
命
を
以
て
北
陸
に
遣
す
。
武
淳
川
別
を
も
て
東
海
に
遣
す
。
吉
備
津
彦
を
も
て
西
道
に
遣
す
。
丹
波
道
主
命
を
も
て
丹
波
に
遣

す
。
因
り
て
詔
し
て
日
は
く
、
「
若
し
教
を
受
け
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
乃
ち
兵
を
挙
げ
て
伐
て
」
と
の
た
ま
ふ
。
既
に
し
て
共
に
印
綬
を

授
け
て
将
軍
と
す
。
（
崇
神
一

0
・
九
・
九
）

又
此
の
御
世
に
、
大
毘
古
命
を
ば
高
志
道
に
遣
は
し
、
其
の
子
建
沼
河
別
命
を
ば
、
東
の
方
十
二
道
に
遣
は
し
て
、
其
の
麻
都
漏
波
奴

人
等
を
和
平
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
又
日
子
坐
王
を
ば
、
旦
波
国
に
遣
は
し
て
、
玖
賀
耳
之
御
笠
を
殺
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
（
記
崇
神
）
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い
わ
‘
ゆ
る
四
道
将
軍
派
遣
説
話
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
が
史
実
と
し
て
信
濃
し
得
な
い
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

近
江
匡
満
を
東
山
道
の
使
に
遣
し
て
、
蝦
夷
の
国
の
境
を
観
し
む
。
宍
人
臣
腐
を
東
海
道
の
使
に
遺
し
て
、
東
の
方
の
海
に
浜
へ
る
諸

国
の
境
を
観
し
む
。
阿
倍
臣
を
北
陸
道
の
使
に
遣
し
て
、
越
等
の
諸
国
の
境
を
観
し
む
。
（
崇
仙
竺
了
七
）

右
は
崇
峻
二
年
（
五
八
九
）
の
記
事
で
あ
る
が
、

こ
う
い
っ
た
六
世
紀
以
降
の
歴
史
的
事
実
が
四
道
将
軍
派
遣
説
話
に
反
映
し
て
い
る
こ
と



は
、
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
（
ヲ
。
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
後
半
に
か
け
て
阿
倍
氏
は
北
陸
・
東
国
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
こ
で
阿
倍
氏
と
越
道
君
と
の
聞
に
関
係
が
生
じ
、
同
祖
系
譜
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
越
道
君
は
強
大
な
中
央
氏
族

阿
倍
氏
の
傘
下
に
入
っ
て
越
地
方
で
の
勢
力
拡
大
を
は
か
り
、
阿
倍
氏
は
在
地
有
力
首
長
越
道
君
を
蝦
夷
征
伐
の
拠
点
と
し
て
い
た
の
で
は

、AL

町、．、
4

0

ふ
心
旬
、

ν
4
μ

吋
日
本
書
紀
』
で
は
、
皇
極
朝
以
降
持
統
朝
に
至
る
ま
で
、
蝦
夷
に
関
す
る
記
事
が
頻
出
す
る
。

皇
極
元
年
（
六
四
二
）
九
月
越
の
蝦
夷
帰
順
。

大
化
四
年
（
六
回
八
）
是
歳
蝦
夷
に
備
え
て
磐
舟
柵
修
復
。
越
と
信
濃
の
民
を
柵
戸
に
置
く
。

斉
明
一
万
年
（
六
五
五
）
七
月
越
と
陸
奥
の
蝦
夷
饗
応
。

同
四
年
（
六
五
八
）
四
月
阿
倍
臣
（
欠
名
）
蝦
夷
討
伐
。

同
四
年
（
六
五
八
）
是
蔵
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
蝦
夷
討
伐
。

同
五
年
（
六
五
九
）
三
月
蝦
夷
饗
応
。

同
五
年
（
六
五
九
）
三
月
阿
倍
臣
（
欠
名
）
蝦
夷
討
伐
。

同
六
年
（
六
六

O
）
五
月
阿
倍
引
田
臣
（
欠
名
）
蝦
夷
献
上
。

天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
四
月
越
の
蝦
夷
に
郡
設
置
を
許
可
。

持
統
三
年
（
六
八
九
）
七
月
越
の
蝦
夷
に
賜
物
。

同
十
年
（
六
九
六
）
三
月
越
の
蝦
夷
に
賜
物
。
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こ
の
七
世
紀
後
半
の
頃
、
阿
倍
氏
と
越
道
君
の
関
係
は
最
も
密
接
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
斉
明
四
年
、
五
年
に
は
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
の

蝦
夷
討
伐
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
比
羅
夫
の
活
躍
の
裏
に
も
越
道
君
の
援
助
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。



前
に
志
貴
皇
子
の
母
越
道
君
伊
羅
都
売
の
上
京
を
斉
明
朝
末
年
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
越
道
君
と
阿
倍
氏
と
の
密
接
な
関
係
か
ら

い
っ
て
、
越
道
君
伊
羅
都
売
の
貢
納
に
は
、
中
央
官
僚
貴
族
阿
倍
氏
の
関
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

更
に
、
天
智
後
宮
に
つ
い
て
の
浅
香
年
木
氏
の
考
察
き
は
、
右
の
推
測
を
補
強
す
る
。

墳皇
后

｛
昌
人

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

古
人
大
兄
皇
子
女
倭
姫
王

蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
大
臣
女
遠
智
娘

遠
智
娘
弟
姪
娘

阿
倍
倉
梯
麻
呂
大
臣
女
橘
娘

蘇
我
赤
兄
大
臣
女
常
陸
娘

忍
海
造
小
竜
女
色
夫
古
娘

栗
隈
首
徳
万
女
黒
媛
娘

越
道
君
伊
羅
都
売

伊
賀
采
女
宅
子
娘
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右
は
『
天
智
紀
』
七
年
二
月
条
に
よ
る
天
智
の
后
妃
の
一
覧
で
あ
る
。
浅
香
氏
は
凶

t
同
の
四
人
の
墳
の
出
自
が
畿
内
地
域
の
大
豪
族
で
あ

る
こ
と
、
川
間

t
倒
の
四
人
の
宮
人
の
う
ち
剛
は
河
内
を
本
貫
と
す
る
伴
造
層
の
出
身
、
間
は
山
城
の
県
主
層
の
出
身
で
共
に
畿
内
地
域
の
中

小
豪
族
に
出
自
を
有
す
る
こ
と
か
ら
畿
外
に
本
貫
を
持
つ
豪
族
の
出
身
者
は
附
倒
の
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
附
の
越
国
造
と
剛
の
伊
賀

臣
が
『
孝
元
紀
』
七
年
条
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
阿
倍
氏
同
祖
系
譜
を
持
つ
こ
と
に
注
目
し
て
、

「
天
智
の
子
女
を
生
ん
だ
宮
人
の
う
ち
、

畿
外
諸
地
域
の
首
長
層
に
出
自
を
も
っ
二
人
が
、

と
も
に
ア
へ
氏
と
の
聞
に
同
祖
関
係
を
主
張
す
る
首
長
層
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ

な
が
ち
偶
然
と
ば
か
り
は
い
い
難
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
首
長
層
の
天
智
政
権
へ
の
接
近
の
背
後
に
ア
ヘ
氏
が
介
在
し
た
こ
と
は
、
充



分
に
推
測
が
可
能
で
あ
る
L

と
述
べ
て
い
る
。

阿
倍
氏
は
本
来
大
和
あ
る
い
は
伊
賀
を
本
貫
と
す
る
豪
族
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
き

が
、
『
宣
化
紀
』
元
年
五
月
朔
条
の
、
諸
国
の
屯
倉
の
穀
を
筑
紫
国
の
那
津
に
収
蔵
せ
よ
と
い
う
詔
に
は
「
阿
倍
臣
は
、
伊
賀
臣
を
遣
し
て
、

伊
賀
国
の
屯
倉
の
穀
を
運
ば
し
む
べ
し
。
し
と
い
う
一
文
が
あ
り
、

伊
賀
臣
が
阿
倍
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

浅
香

氏
の
推
測
は
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

越
道
君
伊
羅
都
売
が
天
智
天
皇
の
後
宮
に
入
る
こ
と
に
阿
倍
氏
が
関
与
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
子
で
あ
る
志
貴
皇
子
へ
の
影
響
を
も

考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

加
藤
謙
吉
氏
の
考
察
よ
り
、
阿
倍
氏
の
本
宗
阿
倍
内
臣
の
系
統
は
孝
徳
朝
の
倉
梯
麻
呂
の
代
で
絶
え
、
以
後
阿
倍
渠
骨
部
・
阿
倍
引
田
・

阿
倍
久
努
・
阿
倍
布
勢
・
阿
倍
狛
・
阿
倍
長
田
と
い
っ
た
傍
系
阿
倍
氏
複
姓
氏
族
が
引
田
と
布
勢
を
中
心
と
す
る
こ
派
に
分
か
れ
て
対
立
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
幻
）

O

越
道
君
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
阿
倍
比
羅
夫
は

寸
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
L

と
も
記
さ
れ
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る
引
田
系
阿
倍
氏
で
あ
る
。
即
ち
、
志
貴
皇
子
の
背
後
に
い
た
阿
倍
氏
は
こ
の
引
田
系
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

阿
倍
宿
奈
麻
呂

首
皇
子
の
立
太
子
当
時
、

阿
倍
氏
の
氏
上
は
阿
倍
宿
奈
麻
呂
で
あ
っ
た
。
宿
奈
麻
呂
は
比
羅
夫
の
子
で
、
初
め
引
田
臣
と
称
し
て
い
た

が
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
の

従
四
位
下
引
田
朝
臣
宿
奈
麻
呂
の
姓
を
改
め
て
阿
倍
朝
臣
を
賜
ふ
。
（
慶
雲
元
・
一
一
・
一
一
）

と
い
う
記
事
を
も
っ
て
、
阿
倍
朝
臣
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
前
年
に
布
勢
系
の
リ
ー
ダ
ー
右
大
臣
阿
倍
御
主
人
が
嘉
じ
て
い
る
と
こ



ろ
か
ら
、
こ
の
時
に
引
田
系
の
リ
ー
ダ
ー
宿
奈
麻
呂
が
阿
倍
氏
の
氏
上
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
『
続
日
本
紀
』
と
『
公
卿
補
任
』
を
照
合
し
な
が
ら
、
台
閣
に
お
け
る
宿
奈
麻
呂
の
地
位
の
変
選
を
追
っ
て
み
た
い
。

O
慶
雲
二
年
（
七

O
玉）

右

大

臣

従

二

位

石

上

麻

呂

大

納

言

従

二

位

藤

原

不

比

等

V
正

三

位

紀

麻

呂

七

月

嘉

従
三
位
大
伴
安
麻
呂
八
月
任
。
十
一
月
兼
大
宰
帥
。

中
納
言
正
四
位
下
粟
田
真
人
四
月
任
。
八
月
従
三
位
。

正
四
位
下
高
向
麻
呂
四
月
任
。

従
四
位
上
阿
倍
宿
奈
麻
呂
四
月
任
。

（企
a
i
－
－
－
昇
格
に
よ
り
転
じ
た
こ
と
を
示
す
。
）

（V
：
：
：
死
亡
や
左
遷
・
降
格
に
よ
り
年
内
に
職
を
離
れ
た
こ
と
を
示
す
。
）
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中
納
言
は
、
浄
御
原
令
に
存
在
し
大
宝
令
で
廃
止
し
た
の
を
慶
雲
二
年
四
月
に
復
置
し
た
職
で
あ
る
。
宿
奈
麻
呂
は
そ
の
復
置
の
際
、
粟

田
真
人
・
高
向
麻
呂
と
共
に
中
納
言
に
就
任
し
て
い
る
。

O
和
銅
元
年
（
七

O
八）

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
企
正
二
位

正
二
位

石
上
麻
呂
三
月
任
。

石
上
麻
呂
三
月
転
。

藤
原
不
比
等
三
月
任
。



大
納
言
企
正
二
位

正
三
位

中
納
言
V
従
三
位

V
従
三
位

正
四
位
上

従
四
位
上

従
四
位
上

藤
原
不
比
等
三
月
転
。

大
伴
安
麻
呂
三
月
任
。

粟
田
真
人
三
月
転
大
宰
帥
。

高
向
麻
呂
三
月
転
摂
津
大
夫
。
閏
八
月
嘉
。

小
野
毛
野
三
月
任
。

阿
倍
宿
奈
麻
呂
三
月
任
。
七
月
正
四
位
上
。
九
月
兼
造
平
城
京
司
長
官
。

中
臣
意
美
麻
呂
三
月
任
。
七
月
正
四
位
下
。

慶
雲
四
年
に
文
武
天
皇
が
崩
御
し
、
元
明
天
皇
が
即
位
し
た
た
め
、
翌
和
銅
元
年
三
月
に
は
台
閣
が
一
新
し
て
い
る
。
石
上
麻
呂
が
左
大

臣
に
、
藤
原
不
比
等
が
右
大
臣
に
な
っ
た
ほ
か
、
小
野
毛
野
と
中
臣
意
美
麻
呂
が
新
た
に
中
納
言
に
就
任
し
て
い
る
。

一
方
文
武
朝
の
中
納
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こ
の
二
人
の
任
官
に
つ
い
て
、
『
公
卿
補
任
』
は
中

言
だ
っ
た
粟
田
真
人
と
高
向
麻
呂
は
各
々
大
宰
帥
、
摂
津
大
夫
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

納
言
と
の
兼
任
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
文
武
朝
の
中
納
一
一
一
目
だ
っ
た
阿
倍
宿
奈
麻
呂
は
改
め
て
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

粟
田
真
人
と
高
向
麻
呂
は
台
閣
刷
新
に
よ
り
左
降
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実
同
年
間
八
月
の
高
向
麻
呂
の
亮
伝
に
は
摂
津
大
夫

と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
二
人
は
元
明
天
皇
の
意
に
添
わ
な
い
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
留
任
し
て
い
る
宿
奈
麻

呂
は
元
明
天
皇
の
意
に
添
う
人
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

O
和
銅
二
年
（
七

O
九）

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
正
二
位

大
納
言
正
三
位

石
上
麻
呂

藤
原
不
比
等

大
伴
安
麻
呂



中
納
言

正
四
位
上

正
四
位
上

正
四
位
下

和
銅
二
年
に
な
る
と
、

阿
倍
宿
奈
麻
呂
正
月
従
三
位
。

小
野
毛
野
正
月
従
三
位
。

中
臣
意
美
麻
呂

阿
倍
宿
奈
麻
呂
と
小
野
毛
野
の
地
位
が
逆
転
し
て
い
る
。

正
月
九
日
の
叙
位
記
事

二
人
の
官
位
は
等
し
い
が
、

で
、
宿
奈
麻
呂
の
名
の
方
が
毛
野
よ
り
前
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、
後
か
ら
正
四
位
上
に
な
っ
た
宿
奈
麻
呂
の
名
は
毛
野

そ
れ
が
前
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
人
の
台
閣
内
で
の
地
位
の
逆
転
を
意
味
す
る
。
お
そ

よ
り
後
に
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

ら
く
、
前
年
に
就
任
し
た
造
平
城
京
司
長
官
と
し
て
の
仕
事
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

O
和
銅
三
年
（
七
一

O）

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
正
二
位

大
納
言
正
三
位

中
納
言
従
三
位

従
三
位

正
四
位
下

石
上
麻
呂
三
月
藤
原
京
留
守
。

藤
原
不
比
等

大
伴
安
麻
呂

阿
倍
宿
奈
麻
呂

小
野
毛
野

中
臣
意
美
麻
呂
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和
銅
三
年
三
月
平
城
遷
都
が
あ
り
、
左
大
臣
石
上
麻
呂
は
藤
原
京
の
留
守
官
と
な
っ
た
。
都
の
留
守
官
に
は
普
通
大
臣
・
公
卿
が
な
る
の

で
、
石
上
麻
呂
が
拝
命
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
だ
が
こ
の
場
合
は
、
右
大
臣
藤
原
不
比
等
が
、
自
の
上
の
こ
ぶ
で
あ
っ
た
石
上
麻
呂
を
体

良
く
行
政
の
実
務
か
ら
は
ず
し
た
と
解
釈
し
て
良
か
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
宿
奈
麻
呂
の
実
質
的
な
地
位
は
、
不
比
等
、
安
麻
呂
に
次
い
で



第
三
位
と
な
る
。

O
和
銅
四
年
（
七
一
一
）

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
正
二
位

大
納
言
正
三
位

中
納
言
従
三
位

従
三
位

V
正
四
位
下

石
上
麻
呂
（
藤
原
京
留
守
。
）

藤
原
不
比
等

大
伴
安
麻
呂

阿
倍
宿
奈
麻
呂

小
野
毛
野

中
臣
意
美
麻
呂

四
月
正
四
位
上
。
閏
六
月
卒
。

和
銅
四
年
に
は
、
中
納
4

一
日
中
臣
意
美
麻
呂
が
卒
し
て
い
る
。
こ
れ
で
中
納
言
は
宿
奈
麻
呂
と
毛
野
の
二
人
と
な
っ
た
。
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O
和
銅
七
年
（
七
一
四
）

左
大
臣
正
二
位

右
大
臣
正
二
位

大
納
言
V
正
三
位

中
納
言
従
三
位

V
従
三
位

石
上
麻
呂
（
藤
原
京
留
守
。
）

藤
原
不
比
等

大
伴
安
麻
呂
五
月
莞
。

阿
倍
宿
奈
麻
呂

小
野
毛
野
四
月
亮
。

和
銅
七
年
に
な
る
と
、
四
月
に
中
納
言
小
野
毛
野
が
、
五
月
に
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
が
嘉
じ
て
い
る
。

子
が
立
太
子
し
た
時
に
は
、
宿
奈
麻
呂
は
不
比
等
に
次
い
で
ナ
ン
バ
ー
2
の
地
位
に
あ
り
、
し
か
も
中
納
言
以
上
の
地
位
に
あ
る
の
は
こ
の

つ
ま
り
、
和
銅
七
年
六
月
、
首
皇



二
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
実
権
を
失
っ
て
い
る
石
上
麻
呂
は
除
外
す
る
。
）

万
葉
集
巻
一
後
半
部
は
首
皇
子
立
太
子
に
際
し
て
元
明
天
皇
・
藤
原
不
比
等
の
発
意
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、

そ
の
中
に
は
志
貴
皇

子
文
学
園
歌
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
阿
倍
宿
奈
麻
呂
は
志
貴
皇
子
の
背
後
勢
力
で
あ
る
阿
倍
氏
引
田
系
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
首
皇
子
立
太

子
当
時
、
元
明
・
不
比
等
に
最
も
近
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
万
葉
集
巻
一
後
半
部
編
纂
事
業
へ
の
阿
倍
宿
奈
麻
呂
の
関
与
を
考

え
£
、
！
っ
ナ
こ
ま
、
‘
ミ
よ
、
。

只

f
u
v才
l
y－
－
し
カ
i
し

_t.... 

／、、

克
明
｜
不
比
等
｜
宿
奈
麻
呂
ラ
イ
ン
と
志
貴
皇
子
文
学
園

奈
良
時
代
の
律
令
官
僚
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
（
少
な
く
と
も
表
面
上
は
）
親
藤
原
氏
的
で
あ
っ
た
。

阿
倍
宿
奈
麻
呂
と
て
例
外
で
は
な

- 22 -

い
。
天
平
宝
字
八
年
九
月
、
恵
美
押
勝
の
乱
で
抹
殺
さ
れ
た
押
勝
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

押
勝
は
近
江
朝
内
大
臣
藤
原
朝
臣
鎌
足
の
曲
目
孫
、
平
城
朝
贈
太
政
大
臣
武
智
麻
呂
の
第
二
子
な
り
。

る
。
大
納
言
少
麻
呂
に
従
ひ
て
雫
を
学
び
尤
も
其
の
術
に
精
し
。
（
天
平
宝
字
八
・
九
・
一
八
）

率
性
聡
敏
に
し
て
略
書
記
に
渉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宿
奈
麻
呂
は
不
比
等
の
孫
押
勝
の
府
下
の
師
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
の
は
、
不
比

等
の
権
力
圏
内
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
宿
奈
麻
呂
の
姿
で
あ
る
。

宿
奈
麻
呂
が
元
明
天
皇
の
意
に
も
か
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
元
明
朝
の
台
閣
刷
新
の
際
の
中
納
言
留
任
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
元

明
天
皇
は
名
を
阿
問
皇
女
と
言
う
。

つ
ま
り
阿
倍
氏
の
同
族
阿
問
氏
（
お
）
に
養
育
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
宿
奈
麻
呂
は
氏
族
か
ら
言
っ
て
も

元
明
天
皇
に
近
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
元
明
天
皇
の
夫
草
壁
皇
子
の
養
育
氏
族
日
下
連
も
阿
倍
氏
同
族
系
譜
を
持
つ
氏
族
で
あ
る
き
。



こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
も
元
明
！
不
比
等
！
宿
奈
麻
呂
と
い
う
政
治
的
ラ
イ
ン
を
想
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

そ
し
て
元
明
・
不
比
等

の
意
を
受
け
た
宿
奈
麻
呂
は
、
自
ら
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
志
貴
皇
子
周
辺
の
人
間
に
、
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
万
葉
集
巻
一
前
半

部
に
歌
を
追
補
し
て
、
新
た
な
野
明
皇
統
歌
集
を
編
纂
す
る
こ
と
を
委
嘱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
一
後
半
部
の
中
で
最
も
重
要
な
最
後
尾
に
あ
る
の
は
長
田
王
の
山
辺
御
井
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
長
田
王
の
養
育
氏
族
も
阿
倍
長
田
氏
と

い
う
阿
倍
氏
複
姓
氏
族
で
あ
っ
た
。
し
か
も
阿
倍
長
田
氏
は
、
宿
奈
麻
呂
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
引
田
系
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
あ
る
（
想
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
一
後
半
部
の
編
纂
に
阿
倍
氏
引
田
系
勢
力
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
傍
証
と
な
ろ
う
。

士ロ’
も4
“H

サ

以
上
、
志
貴
皇
子
文
学
園
の
背
後
に
越
道
君
及
び
阿
倍
氏
引
田
系
勢
力
の
存
在
を
指
摘
し
、

ま
た
、
万
葉
集
巻
一
後
半
部
は
和
銅
七
年
の
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首
皇
子
立
太
子
を
契
機
と
し
て
、
阿
倍
氏
引
田
系
の
リ
ー
ダ
ー
阿
倍
宿
奈
麻
呂
の
仲
介
を
経
て
、
志
台
皇
子
文
学
園
の
中
で
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
み
た
。

猶
、
阿
倍
氏
は
古
代
大
和
朝
廷
に
お
い
て
、
外
交
を
司
る
氏
族
で
あ
っ
た
。
士
山
田
諒
一
氏
は
「
書
紀
の
記
事
を
み
る
と
、
対
外
関
係
の
仕

事
に
従
事
し
た
氏
族
の
す
べ
て
が
阿
倍
氏
や
そ
の
同
族
と
は
限
ら
な
い
が
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
対
外
問
題
に
際
し
、
阿

倍
氏
と
そ
の
同
族
の
活
躍
が
著
し
い
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」

と
述
べ
て
い
る
（
引
）

O

本
稿
で
は
、

背
後
勢
力
で
あ
る
阿
倍
氏
の

こ
う
し
た
性
格
が
志
貴
皇
子
文
学
園
に
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
考
え
て
み
た
い
。



［注］

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

寸
個
我
の
め
ざ
め
L

q

日
本
文
学
の
歴
史
第
二
巻
』
昭
和
四
十
二
年
六
月
、
守
万
葉
史
の
研
究
』
に
寸
人
麿
を
め
ぐ
る
人
々
L

と
し
て
収
録
）

『
柿
本
人
麻
呂
研
究
島
の
宮
の
文
学
』
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）
所
収
諸
論
文
等
。

「
筑
紫
下
向
以
前
の
憶
良
｜
｜
初
期
の
歌
の
性
格
と
背
景
の
検
討
｜
1
L

（
「
国
語
国
文
研
究
」
三
五
号
昭
和
四
十
一
年
九
月
、
『
山
上
憶
良
の

研
究
』
に
「
筑
紫
下
向
以
前
」
と
し
て
収
録
）

『
万
葉
集
檎
嬬
手
』

沢
潟
久
孝
氏
「
万
葉
集
の
巻
々
の
性
質
」
（
『
万
葉
集
大
成
第
一
巻
総
記
篇
』
昭
和
二
十
八
年
三
月
）
、
伊
藤
博
氏
「
編
者
の
意
図
」
（
「
国
語

国
文
」
二
九
O
号
昭
和
三
十
三
年
十
月
、
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
上
b

所
収
）
等
。

『
折
口
信
夫
全
集
第
九
巻
』
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
）
等
。

川
上
富
吉
氏
「
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
伝
考
L

（
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
L

三
号
昭
和
四
十
六
年
三
月
）
で
は
意
吉
麻
呂
を
長
皇
子
の
乳
母
の

夫
と
推
測
し
て
い
る
。

黛
弘
道
氏
「
弓
削
皇
子
に
つ
い
て
L

（
『
万
葉
集
研
究
第
六
集
』
昭
和
五
十
二
年
七
月
）
で
は
六
人
部
王
を
士
山
貴
皇
子
の
甥
と
推
測
し
て
い
る
。

「
巻
一
・
一
一
論
」
（
春
陽
堂
『
万
葉
集
講
座
第
六
巻
編
纂
研
究
篇
L

昭
和
八
年
七
月
）

『
万
葉
集
撰
定
時
代
の
研
究
』
（
昭
和
十
二
年
七
月
）

寸
万
葉
集
巻
一
・
巻
二
勅
撰
説
に
対
す
る
一
疑
問
L

（
寸
美
夫
君
志
L

四
号
昭
和
三
十
六
年
十
月
、
『
万
葉
集
成
立
論
』
所
収
）

「
万
葉
集
編
纂
研
究
に
対
す
る
資
料
的
視
点
｜
｜
巻
一
、
二
の
成
立
論
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
野
田
教
授
退
官
記
念
日
本
文
学
新
見
｜
｜
研
究
と

資
料
』
昭
和
五
十
一
年
三
月
）

寸巻一

t
巻
四
の
生
い
立
ち
L

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
万
葉
集
一
』
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）

「
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
」
（
守
万
葉
の
争
点
』
昭
和
五
十
七
年
十
月
、
『
万
葉
詩
史
の
論
』
に
寸
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
と
藤
原
不
比
等
L

と
し
て

収
録
）

「
万
葉
集
の
成
立
過
程
L

（
「
上
代
文
学
L

五
二
号
昭
和
五
十
九
年
四
月
）

吋
聖
武
即
位
前
紀
』
に
「
和
銅
七
年
六
月
、
立
ち
て
皇
太
子
と
な
る
。
時
に
年
十
四
。
L

と
あ
る
の
で
、
逆
算
す
る
と
首
皇
子
は
大
宝
元
年
生
ま
れ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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5 4 7 6 12 11 10 9 8 （日）

（

H
）
 

（行）
（同）



「
首
皇
子
の
立
太
子
」
（
『
律
令
国
家
の
展
開
b

昭
和
四
十
年
十
二
月
）

た
だ
し
、
『
国
造
本
紀
』
に
は
「
高
志
深
江
国
造
」
「
久
比
岐
国
造
」
等
が
見
え
る
。

『
古
代
史
を
歩
く
⑨
信
濃
・
越
』
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
）
、
金
達
寿
氏
『
古
代
朝
鮮
と
日
本
文
化
』
（
昭
和
六
十
一
年
九
月
）
を
参
考
に
し
た
。

浅
香
年
木
氏
「
古
代
の
コ
シ
と
対
岸
交
流
L

（
『
古
代
地
域
史
の
研
究
』
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
の
指
摘
。

『
井
波
町
史
』
所
引
『
越
之
下
草
』
（
金
達
寿
氏
前
掲
書
よ
り
）

（
却
）
に
同
じ
。

「
天
武
所
生
皇
子
生
年
考
証
」
（
「
万
葉
」
一

O
五
号
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）

志
田
諒
一
氏
「
阿
倍
臣
」
（
『
古
代
氏
族
の
性
格
と
伝
承
』
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
）
、
米
沢
康
氏
「
阿
倍
氏
と
越
国
」
（
『
日
本
書
紀
研
究

冊
』
昭
和
四
十
八
年
六
月
）
等
。

（
お
）
「
道
氏
に
関
す
る
一
試
考
」
（
「
古
代
学
」
一
八
巻
二
号
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
『
古
代
地
域
史
の
研
究
』
所
収
）

（
泊
）
大
塚
徳
郎
氏
「
阿
倍
氏
に
つ
い
て
（
上
）
」
（
「
続
日
本
紀
研
究
L

コ一巻一

O
号
昭
和
三
十
一
年
十
月
）
等
。

（
幻
）
「
複
姓
成
立
に
関
す
る
一
考
察
阿
倍
氏
系
複
姓
を
対
象
と
し
て
L

（
「
続
日
本
紀
研
究
」
一
六
八
号
昭
和
四
十
八
年
八
月
）

（
お
）
『
孝
元
紀
』
『
新
撰
姓
氏
録
』

（
m）
『
新
撰
姓
氏
録
』

（
却
）
（
幻
）
に
同
じ
。

（
引
）
志
田
氏
前
掲
論
文

［
智
明
皇
統
系
譜
］
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（

η）
 

（問）

（

ω）
 

（却）
（幻）

（辺）
（幻）

（

M
M
）
 

（
番
号
は
皇
位
継
承
順
）

ー天川
天
武

1
1
4元

4
T
i
l草
壁

一

“

持

統

必

T
I
L－
－
文
武
（
軽
皇
子
）

元

明

｜

｜

」

「

｜

“

聖

藤
原
不
比
等
｜
｜
宮
子

智
ー
ー
志
貴
皇
子

正

武
（
首
皇
子
）

第
七
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〈
付
記
〉

本
稿
は
、
修
士
論
文
の
一
部
に
拠
っ
た
、
平
成
元
年
度
前
期
の
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
各
途
次
に
お
い
て
御
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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